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ChatGPT 4o   

 
7 月 4 日キーパーソンが語る日本の生成 AI 現在と未来.docx 
ドキュメント 
ステップバイステップで要約を作ってください。 
ChatGPT 
要約: 「キーパーソンが語る日本の生成 AI 現在と未来」 
1. 概要 
2024 年 7 月 4 日〜6 日に京都で開催された日本最大級のスタートアップカンファレンス
「IVS2024 KYOTO」で注目を集めたセッション「キーパーソンが語る日本の生成 AI 現在
と未来」の内容をお届けします。 
2. セッションの趣旨 

• 日本の生成 AI の現状と未来についてのディスカッション。 
• 教育現場での生成 AI の活用法や、日本が世界で勝てる可能性について議論。 

3. 出演者 
• 松尾豊（東京大学大学院 工学系研究科 教授、AI 戦略会議座長） 
• 平将明（衆議院議員、自民党 AIPT 座長） 
• 渡辺琢也（経済産業省ソフトウェア・情報サービス戦略室長） 
• 小宮山利恵子（リクルート スタディサプリ教育 AI 研究所所長） 
• 岡田陽介（株式会社 ABEJA 代表取締役 CEO） 
• モデレーター：宇都宮聖子（アマゾン ウエブ サービス ジャパン合同会社） 

4. 主なディスカッションポイント 
1. 生成 AI の現状 

o 松尾教授が日本の生成 AI の研究とディープラーニング協会について説明。 
o 平議員が AI 進化と実装に関するプロジェクトチームの活動を紹介。 
o 渡辺室長が経済産業省における AI 担当業務の取り組みについて言及。 

2. 生成 AI の教育現場での活用 
o 小宮山所長がリクルートのスタディサプリを通じた生成 AI の教育活用につ

いて説明。 
o 生成 AI を用いた教育の未来、特に非認知能力の育成について強調。 

3. 生成 AI のモデル開発と利用 
o 岡田 CEOが ABEJAの生成 AIの開発経緯とNVIDIAやGoogleとの提携に

ついて話す。 
o 渡辺室長が日本政府の生成 AI 支援策「ジニア」について説明。ジニアは日

本国内のスタートアップに GPU 計算資源を提供するプロジェクト。 
4. 日本の生成 AI の競争力 

o 日本の生成 AI が世界で勝つためには、オープンデータだけでなく大企業の
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持つ独自データの活用が鍵。 
o 平議員が AI の基盤整備と政策推進の重要性を強調。 
o 松尾教授が日本の戦略の適切さと今後の展望について述べる。 

5. 教育現場での生成 AI の役割 
o 松尾教授が、生成 AI が教育システムで伸び悩む子供たちを支援する方法に

ついて提案。 
o 生成 AI を利用して生徒一人ひとりの興味に合わせた学習支援の可能性を議

論。 
5. 結論 

• 日本の生成 AI は適切な戦略と迅速な対応で国際競争力を高めつつある。 
• 教育現場での生成 AI の活用は、生徒の個別ニーズに応じた支援が可能となり、今後

の教育の質を向上させる潜在力がある。 
このセッションを通じて、日本の生成 AI の未来に向けた具体的な取り組みと、その可能性
について深く理解することができました。 
4o 
「日本の生成 AI が世界で勝つためには、オープンデータだけでなく大企業の持つ独自デー
タの活用が鍵。」をくわしく。 
ChatGPT 
メモリを更新しました 
詳細説明：「日本の生成 AI が世界で勝つためには、オープンデータだけでなく大企業の持
つ独自データの活用が鍵」 
1. 背景 
生成 AI（ジェネラティブ AI）は、大量のデータを用いて学習し、新たなデータを生成する
能力を持つ人工知能です。この技術は多くの分野で活用が期待されており、日本でも様々な
取り組みが行われています。しかし、世界的な競争力を持つためには、独自の戦略が求めら
れます。 
2. オープンデータの限界 
オープンデータとは、誰でもアクセス可能な公開されたデータを指します。生成 AI の初期
段階では、こうしたデータが学習の基盤となります。たとえば、インターネット上のテキス
トデータや公開されている統計データなどがこれに該当します。 

• 長所：誰でも利用可能なため、幅広いデータにアクセスでき、生成 AI の基盤を構築
しやすい。 

• 短所：データの質や独自性が限られており、競争力を維持するのが難しい。また、
他国や他企業と同じデータを使用するため、差別化が難しい。 

3. 大企業の持つ独自データの重要性 
大企業が保有する独自データは、その企業が特定の業界や業務で長年蓄積してきたデータ
です。これらのデータはオープンデータとは異なり、アクセスが制限されているため、独自
性と価値があります。 
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• 例 1：製造業の企業が保有する製造プロセスの詳細データや品質管理データ。 
• 例 2：金融機関が持つ取引データや顧客の信用情報。 
• 例 3：医療機関が保有する診療記録や患者の健康データ。 

4. 独自データの活用が鍵となる理由 
• 差別化：独自データを用いることで、他社や他国の生成 AI モデルと異なる特徴や強

みを持たせることができます。これにより、競争優位性を確立できます。 
• 高精度化：独自データを活用することで、より高精度なモデルの構築が可能となり

ます。特定の業界や業務に特化したデータを使用することで、より適切な予測や生
成が可能になります。 

• 市場適応：日本市場や特定の業界のニーズに応じたモデルを作成することで、実際
の業務やサービスにおいて即戦力となる AI を開発できます。 

5. 具体例と実践方法 
• 具体例： 

o 製造業においては、製造ラインのデータを使用して品質管理や生産効率の向
上を目指す AI モデルを開発。 

o 金融業界では、取引データを基に不正取引の検出やリスク管理を行う AI を
構築。 

o 医療分野では、患者データを用いて診断支援や治療計画の立案を行う AI を
開発。 

• 実践方法： 
1. データの収集と整理：大企業が保有するデータを収集し、AI モデルが利用できる
形式に整理します。 
2. データの活用とモデル構築：収集したデータを用いて、特定の課題に対応する AI
モデルを構築します。 
3. フィードバックと改善：実際の業務でモデルを運用し、その結果を基にモデルの精
度や性能を改善します。 
4. 展開とスケーリング：効果が確認されたモデルを他の部門や関連企業に展開し、ス
ケールアップします。 
6. 結論 
オープンデータと大企業の持つ独自データの両方を活用することで、日本の生成 AI はより
高い競争力を持つことが可能となります。特に独自データの活用は、差別化と高精度化を実
現するための重要な要素となり、日本の生成 AI が世界で勝つための鍵となります。 
4o 
「平議員が AI の基盤整備と政策推進の重要性を強調。」を詳しく 
ChatGPT 
詳細説明：「平議員が AI の基盤整備と政策推進の重要性を強調」 
1. 背景 
平将明議員は、自民党の AIPT（AI Progress and Technology）座長として、日本の AI 戦略
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に深く関わっています。彼の役割は、AI 技術の進化とその社会実装を推進することであり、
このセッションでもその重要性を強調しました。 
2. AI の基盤整備 
基盤整備とは、AI 技術を支えるインフラや環境を整えることを指します。これには以下の
要素が含まれます： 

• 計算資源の確保：AI モデルのトレーニングには大量の計算能力が必要です。特に生
成 AI のような高度なモデルでは、GPU や TPU のような専用ハードウェアが重要
です。 

o 具体例：平議員は、日本のスタートアップが利用できるように、政府が主導
して GPU 計算資源を確保する取り組みを推進しています。 

• データインフラの構築：AI モデルの学習には大量のデータが必要です。これを効率
的に収集、保存、管理するためのデータインフラが必要です。 

o 具体例：オープンデータの活用だけでなく、企業や公共機関が保有するデー
タを安全かつ効率的に利用できる環境の整備が重要です。 

• 研究開発支援：AI 技術の研究開発を支援するための制度や資金提供が不可欠です。
これにより、研究者やスタートアップが新しい技術を開発しやすくなります。 

o 具体例：政府が AI 関連の研究プロジェクトに対する資金提供や税制優遇措
置を講じることで、研究開発を促進します。 

3. 政策推進の重要性 
政策推進とは、政府が主導して AI 技術の導入や普及を進めるための戦略や計画を策定し、
実行することを指します。 

• 政策の策定と実行：政府が AI 技術の導入や普及を促進するための戦略や計画を策
定し、それを実行することが重要です。 

o 具体例：AI ホワイトペーパーの策定。平議員は、AI の進化と実装に関する
プロジェクトチームを率いて、毎年ホワイトペーパーを発行し、政策の方向
性を明確にしています。 

• 産官学連携の推進：政府、企業、学術機関が連携して AI 技術の研究開発や実装を進
めることが重要です。これにより、技術の開発と実装が効率的に進みます。 

o 具体例：AI 戦略会議や産業界とのパートナーシップを通じて、連携を強化
しています。 

• 国際協力の強化：AI 技術は国際的な競争が激しい分野です。他国との協力や連携を
強化することで、日本の競争力を高めることができます。 

o 具体例：OpenAI や Google など、海外のトップ AI 企業との協力を推進し、
技術交流や共同研究を進めています。 

4. 具体的な取り組み 
平議員が強調する基盤整備と政策推進の具体的な取り組みについて詳しく見ていきます。 

• 計算資源の確保：NVIDIA や他の主要ハードウェアメーカーと協力し、日本国内の
スタートアップや研究機関が必要とする計算資源を確保します。これにより、AI の
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研究開発を加速します。 
o 事例：日本政府が主導して行った GPU 計算資源の一括調達プロジェクト。 

• データインフラの整備：公共データのオープン化や企業データの共有化を推進し、
AI の学習に必要なデータのアクセスを容易にします。これにより、AI の精度向上
と新たなサービスの創出を促進します。 

o 事例：データインフラ整備のための国家プロジェクトやデータ共有プラット
フォームの構築。 

• 研究開発支援と産官学連携：AI 関連の研究プロジェクトに対する政府の資金提供や
税制優遇措置を強化し、研究開発の促進と産官学連携の強化を図ります。 

o 事例：AI 戦略会議での議論を基にした新たな研究開発支援プログラムの導
入。 

5. 結論 
平議員は、日本が AI 技術の分野で世界と競争するためには、計算資源の確保やデータイン
フラの整備といった基盤整備が不可欠であると強調しています。また、政策推進により、産
官学連携や国際協力を強化し、AI 技術の進化と実装を促進することが重要です。これらの
取り組みを通じて、日本の AI 技術の競争力を高め、世界に対抗できる体制を整えることが
求められています。 
4o 
「松尾教授が日本の戦略の適切さと今後の展望について述べる。」を詳しく 
ChatGPT 
詳細説明：「松尾教授が日本の戦略の適切さと今後の展望について述べる」 
1. 背景 
松尾豊教授は、東京大学大学院工学系研究科の教授であり、日本ディープラーニング協会の
理事長も務める、日本の AI 戦略の重要なキーパーソンです。彼は日本の AI 戦略の適切さ
と今後の展望について、このセッションで詳細に述べました。 
2. 日本の AI 戦略の適切さ 
松尾教授は、日本の AI 戦略が非常に適切であると評価しています。その理由は以下の通り
です： 

• 迅速な対応：日本は生成 AI の出現に対して非常に迅速に対応しており、世界の流れ
に遅れを取らないようにしています。 

o 具体例：ChatGPT の登場後、日本は即座に AI 戦略会議を開催し、生成 AI
に対する政策を議論・策定しました。 

• 計算資源の確保：生成 AI の開発に必要な計算資源（特に GPU）の確保を政府が主
導して行っています。 

o 具体例：NVIDIA との提携により、大量の GPU を確保し、スタートアップ
や研究機関に提供しています。 

• オープンデータの活用と独自データの集積：日本はオープンデータだけでなく、企
業や公共機関が保有する独自データを活用する戦略を取っています。 
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o 具体例：経済産業省が主導するデータインフラプロジェクトにより、大企業
のデータを活用する環境を整備しています。 

• 人材育成：AI 技術を支えるための人材育成に力を入れています。 
o 具体例：AI 研究者や技術者の育成プログラムの拡充や、教育機関と連携し

た教育カリキュラムの開発。 
3. 今後の展望 
松尾教授は、日本の AI 戦略が今後どのように展開されるかについて、以下のような見解を
述べています： 

• 生成 AI の普及と実装：生成 AI の技術を広範な分野で普及・実装することが重要で
す。特に、製造業、金融業、医療などの分野での応用が期待されています。 

o 具体例：生成 AI を活用した品質管理や生産効率の向上、不正取引の検出、
診断支援など。 

• 国際競争力の強化：日本の生成 AI が国際的に競争力を持つためには、独自の強みを
活かす戦略が必要です。 

o 具体例：日本語の自然言語処理に特化したモデルの開発や、文化や価値観に
基づく AI サービスの提供。 

• 法整備と倫理問題への対応：生成 AI の普及に伴い、法整備や倫理問題への対応が重
要となります。 

o 具体例：AI の利用に関するガイドラインの策定や、プライバシー保護の強
化。 

• 産官学連携の強化：政府、企業、学術機関が連携して AI 技術の研究開発や実装を進
めることが求められます。 

o 具体例：AI 戦略会議や産業界とのパートナーシップを通じた連携強化。 
• グローバルな視野の導入：日本の AI 技術を世界に広げるため、国際的な協力や連携

を強化する必要があります。 
o 具体例：海外のトップ AI 企業との共同研究や技術交流の推進。 

4. 具体的な取り組み 
• 計算資源の増強：日本国内のデータセンターにおける GPU の増強と、AI 研究者や

スタートアップに対する計算資源の提供。 
• データインフラの整備：公共データのオープン化や企業データの共有化を推進し、

AI の学習に必要なデータアクセスを容易にする。 
• 研究開発支援：AI 関連の研究プロジェクトに対する政府の資金提供や税制優遇措置

の強化。 
• 国際協力の推進：海外のトップ AI 企業との技術交流や共同研究を進める。 

5. 結論 
松尾教授は、日本の AI 戦略が適切に進行していることを高く評価しています。特に、迅速
な対応と計算資源の確保、データインフラの整備、人材育成が重要なポイントです。今後は、
生成 AI の普及と実装、国際競争力の強化、法整備と倫理問題への対応、産官学連携の強化、
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グローバルな視野の導入が鍵となります。これにより、日本の生成 AI は世界での競争力を
高め、国際的な舞台でのリーダーシップを発揮することが期待されます。 
4o 
「教育現場での生成 AI の役割 松尾教授が、生成 AI が教育システムで伸び悩む子供たちを
支援する方法について提案。 生成 AI を利用して生徒一人ひとりの興味に合わせた学習支
援の可能性を議論。」を詳しく。 
ChatGPT 
詳細説明：「教育現場での生成 AI の役割」 
1. 背景 
松尾豊教授は、日本の AI 戦略の重要な推進者であり、特に教育分野での生成 AI の活用に
強い関心を持っています。教育システムにおける生成 AI の役割について、松尾教授はその
可能性と具体的な支援方法について提案しました。 
2. 教育システムでの課題 
松尾教授は、現在の教育システムが一部の子供たちの才能を十分に引き出せていない点を
指摘しています。特に、以下のような子供たちが現行の教育システムで伸び悩む傾向があり
ます： 

• 褒められても叱られても動機づけが難しい子供：多くの子供は褒められると嬉しく、
叱られると悲しいというフィードバックで学習しますが、これが効果を持たない子
供もいます。 

• 興味のあることにしか集中できない子供：自分が興味を持っていることにしか集中
できず、興味のない教科やトピックには関心を持てない子供たちです。 

3. 生成 AI の役割と可能性 
松尾教授は、生成 AI がこのような伸び悩む子供たちを支援する大きな可能性を持っている
と述べています。生成 AI の役割と具体的な支援方法は以下の通りです： 

• 個別化された学習支援：生成 AI は生徒一人ひとりの興味や学習スタイルに合わせ
て、パーソナライズされた学習内容を提供することができます。 

o 具体例：ある生徒が歴史に興味を持っている場合、生成 AI は数学の問題を
歴史的な事件や人物に関連付けて提示することで、興味を引き出しやすくし
ます。 

• 興味と学習内容の関連付け：生成 AI は、生徒が興味を持っていることと学習内容を
関連付けることで、学習意欲を高めることができます。 

o 具体例：生徒が音楽に興味を持っている場合、音楽のリズムやメロディを用
いて数学の概念を教えるなどの方法が考えられます。 

• リアルタイムフィードバック：生成 AI は、生徒の解答や学習の進捗に対してリアル
タイムでフィードバックを提供することができます。これにより、生徒は即座に自
分の理解度を確認し、必要に応じて学習方法を調整することができます。 

o 具体例：生徒が問題を解いた後に、生成 AI がその場で解答の正誤を判断し、
正しい解答方法や理解のポイントをリアルタイムで教えます。 
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• 多様な学習スタイルの支援：生成 AI は、視覚、聴覚、触覚など、生徒の学習スタイ
ルに合わせた教材を生成することができます。 

o 具体例：視覚学習者には図やグラフを多用した教材を、聴覚学習者には音声
解説付きの教材を提供するなど。 

4. 具体的な提案と実践方法 
松尾教授の具体的な提案と実践方法は以下の通りです： 

• 生成 AIを用いたパーソナル AI教師の導入：各生徒にパーソナル AI教師を提供し、
生徒の学習を個別にサポートします。 

o 具体例：各生徒の学習履歴や興味を基に、AI が最適な学習プランを作成し、
日々の学習をサポート。 

• 生成 AI を活用した授業内容のパーソナライズ：授業内容を生徒の興味に合わせて
カスタマイズし、学習意欲を高めます。 

o 具体例：生徒が興味を持っているトピックを授業内容に組み込み、興味を引
き出しやすくします。 

• 生成 AI による課題と評価の個別化：生成 AI を用いて、各生徒に適した課題を提供
し、個別の評価を行います。 

o 具体例：生徒の理解度や進捗に合わせて、難易度や内容が異なる課題を提供
し、それに基づいて個別に評価します。 

5. 今後の展望と期待される効果 
松尾教授は、生成 AI が教育現場で果たす役割について、以下のような効果を期待していま
す： 

• 学習効率の向上：生成 AI による個別化された学習支援により、生徒一人ひとりの学
習効率が向上します。 

• 学習意欲の向上：興味に基づいた学習内容の提供により、生徒の学習意欲が高まり
ます。 

• 学習格差の是正：個別化された支援により、学習の進捗が遅れている生徒や、特定
の教科に苦手意識を持つ生徒がサポートされ、学習格差が是正されます。 

6. 結論 
松尾教授は、生成 AI が教育現場で果たす役割とその可能性を高く評価しています。生成 AI
を活用することで、生徒一人ひとりの興味や学習スタイルに合わせた個別化された学習支
援が可能となり、学習効率や意欲の向上、学習格差の是正が期待されます。これにより、現
在の教育システムで伸び悩む子供たちの才能を引き出し、より多くの生徒が成功するため
の支援が実現されるでしょう。 
 


